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	その蓄積を活かして、これまで都市再生法、東日本大震災、低炭素まちづくり法、地方創生等、時々の社会や行政のニーズに応えてきたところである。
	平成30年度においては、この枠組みを維持しつつ経済社会の動向や将来展望を踏まえ、技術革新等の新たな課題に挑戦し、社会や行政のニーズに応え続けることを目標とする。
	○ 国土交通政策の企画・立案・普及を支える研究開発
	・ 地方公共団体向け立地適正化支援ツールの公開提供【記者発表】（地域安心居住総プロ）
	○ 災害・事故対応への高度な技術的支援と対策技術の高度化
	 建築研究所と共同による研究開発
	・ 首都直下地震等対策　延焼、避難シミュレーションを活用した都市火災拡大メカニズムの解明及び効果的対策の提案（通行可能性事項立て）
	○ 地方公共団体等の現場技術力の向上を支援
	 地方公共団体等の現場指導と現場実態把握の強化
	・ 本省都市局・国土地理院との共同による液状化対策現場支援（液状化総プロ）
	・ 都市研究部の技術指導件数　140件（平成28年）
	○ 政策形成の技術的基盤となるデータの収集・分析・管理、社会への還元

